
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  平成２４年 ６月  日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

住 所  愛知県刈谷市豊田町２－１      

氏 名  株式会社 豊田自動織機 刈谷工場 

専務取締役  鈴 木 雅 晴     

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0566-22-2511(代表)         

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  株式会社 豊田自動織機 刈谷工場 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県刈谷市豊田町２－１ 

計 画 期 間  平成２４年４月１日 ～ 平成２５年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 ３１：製造業 輸送用機械器具製造業 

②事 業 の 規 模 製品出荷額：１９,０１２,０００万円 

③従 業 員 数 ２,６３０人 

 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙１参照 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

別紙２参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（ 平成２３年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙３参照  

排 出 量 ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組） 

・ｸｰﾗﾝﾄ再生利用 

・ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ洗浄水、清掃汚泥の場内処理 

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の分別徹底による再利用 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙３参照  

排 出 量 ｔ ｔ

 

②計画 （今後実施する予定の取組） 

・梱包材料変更による木くず発生量低減 

・排水処理場 高速沈殿槽汚泥の場内処理 

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の分別徹底を継続 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・分別している産業廃棄物の種類 → 別紙４参照 

・分別に関する取組み → 社員受入教育等で廃棄物の分別に関する

教育を実施 
 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・特になし（従来の活動を継続） 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 対象なし  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 対象なし  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

【前年度（   ２３年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥（脱水汚泥）  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
１,４６８t ｔ①現状 

（これまでに実施した取組） 

・汚泥の脱水・乾燥機の適正運転 

 

 

 

【目標】   

産業廃棄物の種類 汚泥（脱水汚泥）  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
０ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
１,４６８t ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

・特になし（従来の活動を継続） 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 対象なし  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ
①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類 対象なし  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（   ２３年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙５参照  

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ ｔ

 ①現状 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙５参照  

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ

 ②計画 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙1 2012/6/12作成
㈱豊田自動織機　刈谷工場

④産業廃棄物の処理の一連の工程

【発生する廃棄物と再利用方法】
分　類 廃棄物名称 処理先 処理方法 再利用方法 備考

ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず 中間処理業者 破砕 原材料

砥石屑 中間処理業者 破砕･焙焼 原材料

蛍光灯 中間処理業者 破砕 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ原料

汚泥 ｽﾗｯｼﾞ 中間処理業者 焼却 路盤材

ﾃﾌﾛﾝ塗料溶液 中間処理業者 焼却 路盤材

汚泥 中間処理業者 焼却 路盤材

研磨汚泥 中間処理業者 圧縮固化 製鋼向け還元材

脱水汚泥 自社 脱水 路盤材 自社処理後、

中間処理業者 焼却 業者へ委託

泥水 中間処理業者 脱水 ｾﾒﾝﾄ原料

廃試薬（汚泥） 中間処理業者 焼却 －

粉体塗料 中間処理業者 焼却 路盤材

金属くず 乾電池 中間処理業者 選別 鉄原料

廃水銀 中間処理業者 焙焼 原材料

廃ｱﾙｶﾘ 廃ｱﾙｶﾘ 中間処理業者 焼却 路盤材

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 OA機器 中間処理業者 破砕・溶融 原材料

塩ﾋﾞ系廃ﾌﾟﾗ 中間処理業者 焼却 路盤材

金属付き廃ﾌﾟﾗ 中間処理業者 破砕選別 原材料

中間処理業者 焼却 路盤材

塗料ｶｽ 中間処理業者 焼却 路盤材

廃ｳｴｽ 中間処理業者 焼却 路盤材
廃ﾌｨﾙﾀｰ類 中間処理業者 焼却 路盤材
廃ﾌﾟﾗ(RPF) 中間処理業者 破砕圧縮成形 燃料

押出成形 燃料
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（軟質系） 中間処理業者 破砕圧縮 原材料
廃ﾌﾟﾗ類 中間処理業者 焼却 路盤材
廃ﾌﾚｺﾝ 中間処理業者 押出成形 燃料

廃酸 廃酸 中間処理業者 焼却 路盤材
廃油 含油廃水 中間処理業者 油水分離 燃料

研磨汚泥 中間処理業者 ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料化 燃料
水溶性廃液 中間処理業者 ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料化 燃料
水溶性廃油 中間処理業者 濃縮 路盤材

油水分離 路盤材
濃縮廃液 中間処理業者 焼却 路盤材
廃試薬 中間処理業者 焼却 路盤材
廃油 中間処理業者 油水分離 路盤材
油泥 中間処理業者 焼却 路盤材

木くず 木くず 中間処理業者 破砕 燃料



別紙2

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

【刈谷工場のリスク低減の運営組織】



別紙3 2012/6/12作成
㈱豊田自動織機　刈谷工場

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【平成２３年度実績と次年度目標】

産業廃棄物の種類 名称 排出量　（　ｔ　） 備考

H23実績 H24目標

ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず 0.43 0.43

砥石屑 1 1

蛍光灯 1 1

汚泥 ｽﾗｯｼﾞ 28 28

ﾃﾌﾛﾝ塗料溶液 2 2

汚泥 13 13

研磨汚泥 5 5

脱水汚泥 1,491 1,491

泥水 347 10

廃試薬（汚泥） 0.002 0

粉体塗料 5 5

金属くず 乾電池 1 1

廃水銀 0.001 0

廃ｱﾙｶﾘ 廃ｱﾙｶﾘ 44 44

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 OA機器 1 1

塩ﾋﾞ系廃ﾌﾟﾗ 2 2

金属付き廃ﾌﾟﾗ 8 8

塗料ｶｽ 14 14

廃ｳｴｽ 7 7

廃ﾌｨﾙﾀｰ類 1 1

廃ﾌﾟﾗ(RPF) 27 27

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（軟質系） 0.2 0.2

廃ﾌﾟﾗ類 50 46

廃ﾌﾚｺﾝ 3 3

廃酸 廃酸 10 10

廃油 含油廃水 89 89

研磨汚泥 22 22

水溶性廃液 32 32

水溶性廃油 110 110

濃縮廃液 65 65

廃試薬 0.024 0.024

廃油 21 21

油泥 57 57

木くず 木くず 125 122

合計 2,581 2,237



別紙4

年月日 記号 年月日 記事 作成 承認 ２０１２年１月２６日改正

02.4.12 05.04.01 置場及び管理責任者の変更により改正 － － ２０００年６月１２日作成

02.07.23 06.08.30 置場・管理責任者の変更により改正 － －

02.12.19 08.07.1１ 見直しにより改正 － －

03.04.08 08.12.22 見直しにより改正 － －

03.05.13 09.06.05 管理者の明確化 － －

03.08.05 10.04.01 廃棄物法分類追加。誤記修正 工藤 西尾

04.01.06 11.12.14 繊機廃棄物置き場変更による見直し 杉浦 西尾

04.08.24 置場の追加及び管理責任者の変更により改正 12.1.26 繊機廃棄物置き場管理者変更により見直し 杉浦 西尾

04.12.21 置場の追加及び管理責任者の変更により改 赤字 12.5. 繊機廃棄物置場変更 杉浦

置場 保管 資源の種類        管理者 保管 置場 保管 資源の種類        管理者 保管

№
場所
№

区分 産業廃棄物
の法分類

名称 正 副 高さ(ｍ)
備考

№
場所
№

区分 産業廃棄物
の法分類

名称 正 副 高さ(ｍ)
備考

1 ② 一般廃棄物 ー 一般ゴミ・生ゴミ CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 15 ① 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃棄用ウエス 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内

③
産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

事務所の廃プラス
チック類

CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ② 一般廃棄物 ー 一般ゴミ 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内

④ 有価物 ー ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ③ 一般廃棄物 ー 廃プラスチック類(生活 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内

有価物 ー 再生紙 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ④ 一般廃棄物 ー 雑誌・カタログ・定型紙 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内

有価物 ー 雑誌 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ⑤ 一般廃棄物 ー 新聞紙 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内

有価物 ー 雑紙 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 17 37 有価物 ー ニュームダライ    10S5FM SCFM ﾎｯﾊﾟ内

⑥ 有価物 ー 端雑紙・新聞紙 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 18 38 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 地下ﾋﾟｯﾄ内

⑦ 有価物 ー シュレッダ CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 19 39 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 地下ﾋﾟｯﾄ内

⑧ 一般廃棄物 ー 機密書類 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 21 40 有価物 ー ニュームダライ    7S3FM 7S5FM ﾎｯﾊﾟ内

22 41 有価物 ー ニュームダライ    7S1FM 7S2FM ﾎｯﾊﾟ内

⑨ 産業廃棄物
ｶﾞﾗｽ・陶磁器

屑
ｶﾞﾗｽ屑・陶磁器屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 81 産業廃棄物 廃油 研磨汚泥 コプ刈谷環境ＧM コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑩ 産業廃棄物 木くず 木屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 82 産業廃棄物 陶磁器屑 砥石屑 コプ刈谷環境ＧM コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑪ 産業廃棄物 ｶﾞﾗｽ屑 蛍光灯（４０Ｗ） CO環境室長 CO環境室GM 容器内 事務技術本館のみ、一廃→産廃（08.12） 46 産業廃棄物 廃油 ﾀﾞﾌﾆｱﾙﾌｧｰｸﾘｰﾅ コプ刈谷環境ＧM コプ刈谷環境Ｇ鳥山 専用台

⑫ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 OA機器 CO環境室長 CO環境室GM 容器内 83 産業廃棄物 廃油 テフロン塗料溶液 コプ刈谷環境ＧM コプ刈谷環境Ｇ鳥山 専用台

3 ① 一般廃棄物 ー 空缶・空ﾋﾞﾝ・ペットボト企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 23 42 有価物 ー 銑ダライ 7S1FM 7S2FM ﾎｯﾊﾟ内

② 産業廃棄物 汚泥 清掃汚泥 繊機製造課長 企画管理室GM 容器内 24 43 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 地下ﾋﾟｯﾄ内

4 ④ 有価物 ー 鋼屑１級 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ① 有価物 ー アルミ100%
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内 ﾆｭｰﾑ屑純

5 ① 有価物 ー 銑ダライ 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ② 有価物 ー 鋼屑２級     
コプ刈谷環境

GM
企画管理室GM 容器内 ｱﾙﾐ混入厳禁

② 有価物 ー 鋼ダライ 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 有価物 ー アルミ49%以下
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内 ﾆｭｰﾑ屑鉄47%混り

③ 有価物 ー 鋼ダライ 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 有価物 ー アルミ50%以上
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内 ﾆｭｰﾑ屑鉄8%混り

④ 有価物 ー 鋼屑特級 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ④ 産業廃棄物 木くず 木屑
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 1.8

⑤ 有価物 ー 鋼屑１級 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 08/12変更 ⑤ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 フィルター
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑥ 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液 繊機製造課長 繊機製造課工長 地下ピット内 現状投入不可 ⑥ 有価物 ー ピストン・ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

6 ① 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 塗料カス 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ⑦ 有価物 ー 鋼屑級外       
コプ刈谷環境

GM
企画管理室GM 容器内

② 有価物 ー 鋼屑級外 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ⑧ 有価物 ー 鋼屑級外長物 
コプ刈谷環境

GM
企画管理室GM 専用台

③ 一般廃棄物 ー ダンボール屑 繊機製造課長 繊機製造課工長 1.8 25 ⑨ 有価物 ー 鋼ダライ ・ﾆｭｰﾑﾀﾞﾗｲ
コプ刈谷環境

GM
企画管理室GM 容器内

7 ① 産業廃棄物 木くず 木屑 企画管理室GM 繊機製造課長 1.8 ⑩ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃プラ・廃棄ウエス
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

8 ① 有価物 ー 銑ダライ 繊機製造課長 繊機製造課工長 容器内 ⑪ 有価物 ー 一斗缶・ペール缶
コプ刈谷環境

GM
企画管理室GM 容器内 プレス機でプレスして廃棄すること

9 ① 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液 企画管理室GM 繊機製造課長 地下ピット内 ⑫ 一般廃棄物 ー ダンボール屑
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

10 ① 一般廃棄物 ー シュレッダ屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 有価物 ー 銅類、真鍮類
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

② 一般廃棄物 ー 雑古紙 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 有価物 ー 銅線屑
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

③ 一般廃棄物 ー 端雑紙 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 58 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 金属付廃プラ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

④ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 固形燃料廃プラ 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 77 有価物 ー ケーブル屑
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

有価物 ー プリント基板屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 78 有価物 ー ステンレス屑
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑱ 有価物 ー ケーブル屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 27 ⑮ 産業廃棄物 廃油 研磨汚泥
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

有価物 ー アルミ屑・砥石混屑 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ｱﾙﾐ砥石屑→ｱﾙﾐ屑･砥石混屑変更 ⑯ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 固形燃料廃プラ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 1.8

有価物 ー 電子部品 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 ⑰ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃プラ・廃棄ウエス
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

14 ① 有価物 ー 真鍮針金 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 ⑱ 一般廃棄物 ー 一般ゴミ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

② 有価物 ー 砲金切粉 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 55 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 生活系廃プラ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

③ 有価物 ー 真鍮切粉 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 28 ⑲ 産業廃棄物 廃油 水溶性廃液
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 地下ﾋﾟｯﾄ内

④ 産業廃棄物 陶磁器屑 砥石屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 ⑳ 有価物 ー 回収油  
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 地下ﾋﾟｯﾄ内 油分100%

⑤ 有価物 ー 銅屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 21 一般廃棄物 ー 空缶･空き瓶
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑥ 有価物 ー ｽﾃﾝﾚｽ屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 22 一般廃棄物 ー ペットボトル
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑦ 有価物 ー ｱﾙﾐ屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 32 一般廃棄物 ー 紙コップ・紙パック
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑧ 有価物 ー 砲金屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 31 31 有価物 ー 被覆銅線 CO環境室長 繊維総務室長 容器内 配線→被覆銅線（08.12）

⑨ 有価物 ー 真鍮屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 48 産業廃棄物 安全靴
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内 安全靴以外の廃棄は禁止

⑩ 有価物 ー 鉄混り真鍮屑 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 51 一般廃棄物 ー 再生紙
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑪ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 フィルター類 企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 52 一般廃棄物 ー 雑紙
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

⑫ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃プラスチック類(塩ビ企画管理室GM 繊機製造課長 容器内 36 51 有価物 ー 混合（鉄・アルミ） 繊機紡技室長 繊機紡技GM 容器内

⑬ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 金属付廃プラ 企画管理室GM CO環境室長 容器内 52 有価物 ー 鉄・アルミ 繊機技術部長 織機開発GM 容器内

⑭ 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃プラ 企画管理室GM CO環境室長 容器内 62 - ー クリーニング色ウエス
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内 　　68　→　62　変更　（08.12）

⑮ 有価物 ー 有価プラ 企画管理室GM 繊機製造課長 1.8 80 産業廃棄物 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 塩ビ類
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

産業廃棄物 ｶﾞﾗｽ屑 蛍光灯・電球 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 84 一般廃棄物 ー 一般ゴミ
コプ刈谷環境

GM
コプ刈谷環境Ｇ鳥山 容器内

産業廃棄物 ｶﾞﾗｽ屑 蛍光灯（40Ｗ） CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 40 69 産業廃棄物 廃油 含水アルコール・白灯油 コプ組立課ES黄直組長 コプ組立課ES白直組長 容器内

産業廃棄物 ｶﾞﾗｽ屑 蛍光灯（110Ｗ） CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 - - 産業廃棄物 汚泥 汚泥（排水） 広瀬班長 川村班長 -

50 産業廃棄物 金属くず 乾電池 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内 - -
特別管理産

廃
特定有害廃PCB PCB廃棄物 刈谷動力 組長 環境室長 -

55 一般廃棄物 ー 枯れ葉、草、枝 CO環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内

74 有価物 ー バッテリ ＣＯ環境室長 コプ刈谷環境GM 容器内

　

記号 記事

分別基準変更につき改正

分別基準変更につき改正

分別基準変更につき改正

分別基準変更につき改正

分別基準変更につき改正

管理部署、責任者の変更及び置場の追加

置場の追加及び管理責任者の変更により改正

⑤

廃バッテリ→バッテリ　08/12有価物に区分変更

※レンタルウエス、クリーニングできる色ウエスは廃棄不可

③

⑭

39

49

平らに折りたたむこと。油が大量に付着
しているものは不可

29

35

刈谷工場　資源置場配置一覧表

刈谷工場ﾘｽｸ低減
分科会事務局

吉兼

 

 

資源置場表示変更等は、管理部署（「正」事業部）が変更する。
（旧資源活用分科会から行っていた。）
＊表示等が変更になっていない置場→正式部署名等に表示変更必要。

　区分の定義

一般廃棄物

産業廃棄物

特別管理産廃

一般廃棄物

産業廃棄物

特別管理産廃

埋立、中間処
理されるもの

有効利用され
ているもの

排
出
物

逆
有
償
物

・処理に費用が発
生するもの
（処理処分費＋
運搬費）

廃
棄
物

有
価
物

・有価売却しているもの
・無償で排出され有効利用されているもの
（処理処分+運搬費）

工
場
内
不
要
物

荒井
吉田

西尾

技術本館

事
務

本
館

食堂

売店

社用車駐車場

緑地

北門

正門

No.１
No.36

No.27

No.28 No.39

No.29

No.35

No.24

No.8
No.25

No.17

No.19

No.18

No.9

No.3

No.4 No.5

No.7

No.14

No.15

No.10 No.31

No.6

No.40

No.36
汚泥（排水）

排水処理場実験棟

No.21

No.22

No.23

PCB
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産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【平成２３年度　実績】 （ｔ）

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ
ｶﾞﾗｽ・

陶磁器屑
金属くず 木くず

全処理委託量 422 395 113 10 44 2 1 125

優良認定処理業者
への処理委託量

347 142 4 0 0 0 0 0

再生利用業者への
処理委託量

422 395 113 10 44 2 1 125

認定熱回収業者へ
の処理委託量

70 122 79 10 44 0 0 0

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う
業者への処理委託

0.002 0 0 0 0 0 0.001 0

【平成２４年度　計画】 （ｔ）

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ
ｶﾞﾗｽ・

陶磁器屑
金属くず 木くず

全処理委託量 86 395 108 10 44 2 1 122

優良認定処理業者
への処理委託量

10 142 4 0 0 0 0 0

再生利用業者への
処理委託量

86 395 108 10 44 2 1 122

認定熱回収業者へ
の処理委託量

70 122 75 10 44 0 0 0

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う
業者への処理委託

0.002 0 0 0 0 0 0.001 0


